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マツノザイセンチュウによるアカマツ枯損材
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(Research notc) 

要 旨:マツノザイゼンチュウ (BursαPhelenchus lignicolus) によって枯死したアカマツ (Pinus

densi(lora) の 3 パノレブヮ原料としての汗怖を目的として， クラブト法でパルプイちし， パノレプ"l{j(率と強

L空中j 怜のぶから健全材との比絞を行った。その深小径材と大硲H試料を用い， .fMn材の経尚一的変化及
び隠れjjJI j{r、日1:につし「仁検討した。

小f子材では九日死後 6 か汀経過した材と健全jけとの間に合一志フえがなかった。枯死後 1 ょに経過した材は

パノレプJ(兄:払パノレプの強[史的 l陀貿がほドしたの材の部位打inζ有意詮が認められたがp この有志煮はが;

討材，世主全icJーの両者 lとあり，マツノザイセンチュウによる組織破壊及びJW朽商などの影響によるもの

とは勾えられない。大?を材 1;;，小従材と類似しだ籾 [r刊f認められたが， 1 年経治した材でも劣化は少

なかった。

はじめに

マツノサ十イセンチコウによって佑死するアカマツの毘は3 ここ数年とくに鴻加する傾向にあり，また被

:i~地域も次第lと北|し，拡大してきている。被主に対して適切な処置が必要で、あることはいうまでもない

が，枯死水を.1};(極的 lと手IJmする乙ともまた重要なことである。それは，一つには資源、を有効に利用するこ

とになり， 一つには正しく利用することが被it?の予防にもつながるからである。

アカ 7 ツは，パルプ原料としてλ た場合最もすぐれた樹稔のゐつであるが，ザイセンチュウによって村

死したものは健全材に山べて物理的及び化学的性質に劣化を受けていることが予想される。しかしパルプ

J~(料の立場から柑拐材の性質を明らかにした例がなく，総桜「ド]な用iì も聞かれないままになっている。そ

のため3 ノパ "1 とれらの枯拐材を対象としてノマノレゾ化試験を行しら芯]二の矢iI見を l;}たので報告する。

この式験(主，林業試験j必指定研究「材帝京虫被害付の材質j の一段として行われたもので，その-1~lSはす

でにん卜þ""y:会大会， 11び!本産化学部業務報令書 lこ版告したが，*報告はそれらを含めて店主捜したものであ

ブ

ノ'"。

なお，この試験にあたり，試料の促供とは験;設?とにど協かいただいた休野庁造体保護課，千葉県休業試

験場長， 千葉県ihf訓0:)主17務所前畑，及び関東林水育種l引と深;;SI じます。なおデータの解析には電子計算

機京 ，IIII;M'十三;11氏のご jjili)J をj{j， ì5f~ ~11 します。

l臼80年 12月 23日受rm

11) (2) 林深化学部

(3) Jr，海澄大学震学部

林応化学-25 Forest Products Chemistry-25 
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I 目的及び試験計画

?ツノザイセンチュウによって枯死したアカ 7 ツ材のパルプ。原料としての適iEな評怖を得ることを Fl 的

とした。そのため試験にあたってはp 小径材，大径材のそれぞれについてラ次の 3 点が解1i庁できるように

尖験計闘を配医した。

1. 健全材と枯損材の特性の比較

2. 枯損*~特性の経時変化

3. 布lît員材の部位JJ Ij (地 [:1弓月 1]) 特刊の比較

E 実験

1I -1 小径材

1I -1-1 供;式木

千葉県下(木更津市下部滝/台，千葉県中郊林業事務所前畑)に試験地を設定し，向一林分から，健全

木 471し枯慎木 16*を選定した。ついで 4 :41:を 1 グループとし，健全水を A， 村i損木については，その

保管状況と保管期[L;j))Ij によって表 l のよ弓に B， C, D , E のグノレープi己分けた。

グループ分けした供試木個々の胸高直径及び樹齢は，表 21て示すとおりであ-d.と。

II -1-2 試案|調製

部位日IJ試験 Jとは，伐採木を図 1 のょっに採材しョ符 ~}I) n の部分 l己分別して供試材料とした。

表1.グループ分 11 と供;次時期

グループ分けの条件

B

C

D

E

 

49年 10汀伐採煎ちに供試

49{1~夏枯死，同年10月伐採夜ち lと洪試

49年夏枯死9 同年10月伐採， 2mlご玉切りし同林内に横積みして放置， 50年 4 月供試

49年夏枯死， :f[;本;のまま放賢し50年 2 月伐採供試

49年夏枯死， I司年 10月伐採， C グループ。と同様放置し 50年 IOJj 供試

表 2目 ;J\ 径材供武子十三の概要

グノレープ名 lJt 木

A 8 (16-19) II (16-19) 12 (14ー 18) 13 (11--17) 

B 2 (16-22) 3 (12~-20) 10 (23-23) 11 (18-20) 

C 5 (12--20) 7 (23--50 9 (16--20) 16 (18-21) 

D 17 (15-20) 18 (19-20) 19 (13-20) 20 (16-22) 

E 1 (14-21) 4 (14-19) 6 (20-1 ヲ) 15 (18--21) 

注.数字は供試木落号。( )内は!向日直径 cm一一樹!組合

ド了]皿 ーし----ゴ}s cm 

部位 I 除外 部位II

図1.小径材の試料採取部イ[立



マツノザイ 1" ンナ ι ウ!とよるアカマツ fLij J1i けのノぐノレブ。化試験(問先立不 ì) C";JJJf ほか) __-115 

力 i ノ交と511 7J、ら 2cm のさの I' Jilj安一定巴以り， lJ 又肘チッパーとλささ 20 )く 20 >く 3mm fj'皮 J こ
T ッ J{(， !~ノ ) JII\\を: i-./ /'_ニ。

立 1 :3 パノレブ 1(.条

ぷ I}平 l丸 41 容/こて:ビオートクゾ F フを引い3 クラフト(去によった。涼併3i~ft 及びノ f ノレブ。処S'B条件はけ;
のとおりであいじ

自ギ糸 fi

ずソア iJi;

アノレカリ

九:山, 

河文 11ニ

Jト4 く?Il J] 

パ Jレブ'IJ.!日!とミ

500 g (絶乾)

17;f6 (î'ぜ乱20 こして)

25:6 (Na~l) とし lì

5/!kg 

170ιC 

L5hr 

1. 5 hr 

フラ y トスグリドン: 8/1. 000 cut 

:ifJ IW: PFI ミ Jv ， 11flWI;rr 1. 8kg;cm，クリアランス 0.5mm

ろ :ガナタ

ns!ごしたがった。 なお初、の度試験ば， I1 [J仰とよドIJ併の日:J ノぐノシプ{こっし、て
{j---.J こ c

Il -1-4 イ\十 Ji 村 i

Aへ E の科グ Jレ ソ !J :jに， J治iホジ)r((L{:__tじでj- ')プ任氾 1ノ ]lS iごしたがってチソ

長 j J tこ。

日 2 大径材

1I-21 iJt 、/干、

よ本として，閃 (Jj()" i↑[牧民!lilJ)のものな ilJいよこじ処?でノ1< 予 日;出 1; ともにfjと1;+:[立後ト卒業

試験制 (!:'!:γ.\) (こ似し， 七時|ノ'~ω 十字|々にも'，Iifムみ J改 !J た υ

ーを1I:::したつなお

II 2-2 平↓出，\1

食付刀、ら

部位 1 (根元)

( 1) 

卜とし， 1叉12 :ζノ!、可ように干:U jじに近い J午;jfú~そし +Jd乙 iliい河;

3 心')とおりで、ぬる、

作史料とも経H}ýÍ印と 0， 7, 12 かけの 3.';ょとした ü j'j':，，]j({トトJ 友 4 のとお

(2) 

:イ t 部分除外部分( )供;jJ_l~n今j~J): リ 1><. うi (え 4 参)1な〉

問 2. 大 i五件の以 *f 採取 i、
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丸太番号

表 3. 大径材供試木の概要

健全材 606 

607 

11 

608 

I! 

602 

11 

609 

3. 6~J 7.2 

O~ 4.0 

7. 6~ 1O. 6 

3. 6へ~ 6.6 

6. 7~ 9.9 

O~ 3.0 

3.0~ 6.0 

1. 8へJ 4 闇 8

8.4~11.4 

1. 8~ 4.8 

8.4へ~11. 4 

0へ~ 4.0 

7.6へ~1 し 2

O'~ 4.0 

11. 2へ~14.2

O~~ 4 日 0

7. 9~ 1O. 9 

4

2

6

2

0
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表 4. J\.径材の試料採取l時期

符;号 経過
月数試料採取年)~

(1) I 5C年 10月伐採直ちに供試

(2) I 5C年 10月伐採， 51年 5 月供試

(3) I 50年 10尽伐採. 51年 10月供試

りである。

供試部位から一定量の円板を採取し，小径材と同

様に大きさ 20 )<く 20X 3mm のチップとし， 風乾し

7こ。

区一2-3 ノぞ jレプ化

全試料(17 個体X3 点〉を調製した後，処理l貝

をランダムに苦手j り付け， 百一1-3 Iζ 子F した条件でパノレア。化し， I司様抄紙及び紙の物想的試験l亡ゼロスパン

引張り強さを加えて行った。

国 実験結果と考察

III -1 小径材について

III-l-l チップ密度と成分組成

チップロ密度と木材分析の結果を表 51と示す。

表 5. チップ密度と成分組成

グノレープ
チソア。密度
(gfcm3) 

ホロセ Jレロース|出セルロース

(%) (劣)

アルコール e ベ

ンゼン抽出物
(%) 

}l 0, 43 

B 0.44 

c 0.47 

D 0, 46 

E 0, 42 

クラーゾン
リグニン

(%) 

3, 20 

3.62 

2. ヲ0

5.52 

2.98 

27 , 13 

27.73 

28.15 

27.94 

28.95 
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才ツノザイヒンチ T ウに J、 y 力マツ ti'j1\材のパノレプ{己山駁(耐火 (1日îmý(よか) --117 

a) テソプ;キ，'n'[ : itlj 由利から川iえしたずソプには ，iffS .Fj'~岩によ心 /t~.{I~がみられ芳 ζE 夕、ノレーヌはチッ

プの](川えも恐かったが9 チップ臭の{ふトーはほとんどなかったれ 正~， D グ Jレーフがず1ートい J丘皮そノした

が，これはり'J!水 li ú)測と似しているので特にいニはし、え l.jい。

b) アノレコール w ベンゼン似 lij物誌 .D をにく lU!ú) 4 夕、 jレーゾ (1約 3):0 ) 組!金付，員制の ILH乙

はなかったυD グjレ ブの 5. 5~訟はアカ γ ツとしては妥い Jlll 出牧i誌であるが2)3) , その )LL以は lijJ らかでな

。

、し

c) クラーゾンリ夕、二二ン fft : B1 C~ 工)の 4 ク jレーア'1よるまりま;はな fJ込った c 1 〆五5tiL した E グル

ープは~TI'ぱく，これはじ宣したように，かなり 1，1i朽して:fi どのおごみるかぎり，民/J<化物ω劣化

が進んだためと惟1とされるの

d) ホ口ゼル fj' スよ長健全 l ，j '1L 45話， ，!r'í :fl'l材の B， C, D li 70 , 2, 70噂 4 :i'ó で幾分低かっ t::. っ 1 年終

過した五グノレーソーは 68.551')と δ ら iこ 1L4 く， ワグニン台;忌のまい -，y~丈と 放する c

巴) 日セルロースホ亡i セ Jμ ロースと I; ，J放な傾向を不い健三セ村でlt も 11千J く， 1'1日制t~ li~:壬時 lfJ!ζ低

i、する c 叫に 11[二経過しノ式こ E ジノレ アの上は減少率 1251ゥ(対健全ノドの出セノレロース〕と大きかコた。

田 1 2 ;'11;位月IJ 特↑上(Iと 11)ω 比絞

の Iち校

昔日 | 

治j;g， ﾆ"f1 

I .~ _ _一、 7b1 ジ O. 乙己 .?~)~ 45 
46 , 2 0 L~8. 1 i 40.7 25. りハ勺ぺ f ハハ ム P ヌ06 ::2'� 500 

し乙9 314 ,;,9 
16.9 48. 之 3出.! 1 24.9 η ハハハ 札 6 20三 11) 850 

256 3~ 
? O.:J I i? 9 己9.8 I 24.9 ! η ハハ~ I ;~: 83 8: ~ 0 196 3, 300 

;) 7.8S 7己
立 'íó. 8 , O. 3 ! 39旬日 ひ |つハr\n 仇り 20? 8 , :300 

l07 
~j ， 000 

Ci ((21U  

3, 

η! 0 , ，， 2 川メ

f大ー
フr 心主

分散分
析での
F{[註

ハ ι 、勺

¥). Ui 

(F;u(O.05) 二 4 司 17 ・ (0.01)士 7.56) ネは 5%水準でギU.'; ， 料 (~t 15ぢ;)(ィ千でギ「芯を示すの
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市 315 り

制製し/こノ'f)レプの特性からみたよLjf?? キ~損材のサ、イセンチュウによる組織佼j袋及びl肉朽関等の影響が ~j15

f立によって認められるかどうかを知る日的で，一元配置の分散分析を行った。結果を表 5 にノFす。

a) パルプ収率:村本を除いて粕j色全収不ともに郎伎による有怠差は t忍められなかった。 1[)率につ

いては部位 I が rr より右 h司く有志水準 5%で有意22が認められた。

b) カッパー f: 1!ì及び白色度i\15{立問 lζ有意差は認められなかった。

c) 常 度・パルプのシート密度は，米日[J解では部位 rr が I より O. 03 ，~jO. 06 g!cm3 而く有;単発があっ

た。日間半ノマ )(/7'-目立 ~ì){立 It\]の注は認められなかった。

d) 裂断長:ボflfJ解ノ'f)レアUで O. 2-~1. 1 km , wp併パノレブで O. 3-~-2. 1 km 部位立の}Jが I より丙く，い

ずれも有怠/)<単 1%で fr，"Q~ìÇ があ勺た。

e) 比破裂出さ:裂断長と同t誌な傾向をノ示し， 木叩角7!ノぞノレプで 0.3~O固 9 ， nll解パルプで 0.8へ-1 巳 7 部

位 E の }Jが I より尚く，いずれも有忌UJ<準 1%で有志去があった。

f) 比引裂き強さ:未IIIJ解ノマJレプ。は上記 c)~め If，J様i単位1Iが I より強七千'n吾、jJ<準 1% で有意廷が

あった。叩解ノ'f)レプは部位向 lと有意差は認められなかった。

ε) 市iJ 折 !j主さ: PIJ解ノ ~Jレプは他の強皮肉様部位立の方が I より抜く，有意;J<.準 1%で有志訴があった。

未日PWfパルプは D グノレープを除き部位立が I より強いがε 有志;tは検出されなかった。

以上のように部位 I と日の間では，パノレプ収率においては柏率で有意;J<.準 5%で14.\怠差があり，紙の強

度t~jttでは， I1日解，未トlp解ノ~)レプの同省，あるいはそのいずれかで合占志水準 l

者の材質に jE呉が認められた。

しかし，この部位同の X:は， {剖日付だけでなく健全材においても同様であるととから?ザイセンチコウ

り，こ O) j!íD

による組織岐壊，あるいは枯死に伴ってブ[~とする応朽闘などの影響によるものではなく，供試材料の持つ

特性と判断される。

ill-1-3 健令材と枯損H のi七絞及び枯m材の経時変化

表 7. グ jレ プ間の iじ絞

PFI ミ Jレ l ブワーネ l 泣ミ FÚ_~
カウント数!ス 1 ，.，民

(邑ì) (C S F) ! (g! cnl)! Ckm) 

o I 0.55 I 3.5 
3 , 000 330.~420 1 0.84! 9.0 

o I o. , 3.2 
3, 000 1 310へ.1; 20 I O. 83 I 8. 8 

。 1 0.54 1 4.3 
000--4, 0001 290- ノ 390 0.80. 9. 1 

o , 0.54 I 4.0 
ωO.~4 ， 0001 280--.'20 I O. 81 1 9. 3 

o • 0.69 5.8 
, 700-j 2, 5001 330"j 400 0 刷 93 10.4 

分散分析
一一 一)一一 -_ー----------.. - - -.. --1 

分散分* I 料|材 料 11 ヲ@
j斤での 2， 90 I 10. 17i 6, 05 ! 1.36 62.411 
F flt"J: 

(Fi5(O ， 05)~2.65. (0.01)士 3.93) *は 5%水準で有意g 料は 1%水準で有;立を示す。

B 47 , 2 I 0.3147.5139 , 8 

c J46.5ioE4!46.9139包 a

D 45 , 91 0 ,:; I 46 , 3 41γ 
E I 44 , 9 I o. 2 45 , 1 45 , 6 

--，----_.上 L

87 
7, 180 

56 
5, 800 

161 
3, 010 

194 
3, 150 

195 
1, 580 

3
*
3
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119 よるア JJ ?'ï 紡，jti 川口)ノ'Z;レ枚々(i肝ヮ、ト) (而7 ツ J 1) イセンチ L ウ

~;/i'~とを友 71三ンえの分以分析を行-)た(-(;:!,),{\Jr 1 と E4Lfパるよ:グノレ プの lt収〈公

プ c

以、半i)え結1;の凶IE持 H(:tヲ l l llj1l(，泳三l l1 J符パルプ:とおし、カ!ソノ fー仰をう Jζ ラうj、以旬、析誌とで Jリ j らノトな

は I!ならかなて， 長I，jû えたはそのいすへかでの志ノド 1 タぷ主 fご(三日夕ぷで守色、 Jじがめら グノいーヅ11:;-1

只があるととそ刀、した。

の千fζ こザデりする夕、、ノレー一/。与i二 子、、ントイヒとえ 7 した:tu;UII i とよる去のが J つスよこめ，

泌を求 8

11んI句飢2.3 0) えものある 13， E もペト n 色、 γ2.92 対し，ノ f ノレ y 収本a) 

グA ーフ。間のイ号、Jl<i_~~ :5 :4ο じかし E 日]0) 1 グノレ~つじべて J除手低下がkIfilOl心会色はない

:: ,-"'..j ~ア
/，ーペコペ i.<:コ心')ギ ØQ訂正|をなしてし i ると

イ1 怠/，ーがより L 4~ 1 196 多九ーグ jレー /1士(UJのどのグルー:ペト 1ょに泣;土し 1カらb) 

三のように陸A 0_， 1吹くれ;Jの 4 グ jレ ノ!r ìの f日はり.1 ， -, --0. ~;6 で〆土められなか》;忍められた F

牛とを減免勺う u) J とj瓜 j ォ1 ぱ p れは付は健会付より払解 1'1ど色村 l土利ijclけとはゐ 'itY'iをl:)ノてい

であるといヌる

トて;kJ し 1. EI土↑のグJV0.69{; であるが?全収〆十ミ: /\, B, C，ひそれぞれの!日JCJ)

この府首は ;-1:0 /:(jーには刊ええないととを7J' しだに3.0勾主1; r、した。f}dこ A ， E !:-rJの;(ば :l タゐあり，

本付分析のり夕、りず，" 1 →什く，E が{白の 4 夕、、ノ アカッパ ~Wi :クノレ~ア 'Ud ，~ご千J立正はTよいか，

ニン jij と一致した。

ー
ノA

U
 

13, 12 7)、 ij 平沼の Eωí~ ，I}l~ : 6 か !J 子 j凶した D， C グ Jレーゾ，う\ , わてし 1 て、経 o ïうけ J 0) e) 

引になりラ 三の 3 苛!日 !iこはそれぞれれÎ が!と;めろ

プが肢も [1 ~ J く， 仰の 4 クループとの 1:'，]1ζ干が認め!史.. : �iJ í~I( ， ネ~Il日月早パソレツとも R クノレf) 

米['IJjiJ1'ノ>{)レアで 0.01 釘ほm3 とれずこ ， E をみく 4 夕、、 Jレープ仰のたは， 1日川ノ，，~' )レヅで 0.01 0 宥 04 じlì1 2 ，

ほとんど引はなかった。

裂NJifζ ぷ日fl!Wパノレブ;ま立グノv~'-7 が肢も r_:j1 く， {!kの 4 グノレープとの nUIζ行窓ズが凶められた。g) 

E を玲く仙の 4 グノレーブコりのーは1. 1 0 ， 3km で有ぷはι，(èò G;t'1 なかった。 ロ ll f1iri ノ ~)レブもよIID iiJlfノマル

あるがp]14ノj、ズとしては倹iI'，されなか勺 fこプと日 1設な傾向

とじ川町(こ有志六日グル五日1\;1[1\イと示j と判記号 )'Xîl ~オU1i JiWノマ/レブ'1，土 E グノレーフがj最も灼くヲ

きさの

つ
ム
つ

J
4

fð: !J\ 内企広大

it: まとめられたクループはバのないと

、ド Y!:l主の Jjミ

h) 
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~.が認められた。 E を除く 4 グノレープ|自の差は 0.1'~0圃 6 で有志(1tはなかった。叩解パルプはグループ問

lこ廷はほとんど認められなかった。

i) 1お引裂き Ðl さ:叩解多 来日P解ノ" ;Lノブ2 とも多 AB, CD, E の 3 段階の経過Pl 数 l乙従って強度(:ì低

下ーするが， AB , CD 1m!とは宿意志がなく p これらのグループと E グループっとの問には有志長が認められ

fこ。

j ) 面I折強さ:叩解ノマルプは比引裂強さと|司様， AB , CD , E の 3 段階の経過月数に従って強度が低

下した。特に E グノレーア。は低下率が大きく， AB の 1/4， CD の 1/2 程度であったが，平均値j協の有;立主

としては検出できなかった。未叩解ノマノレア iZ，クツレーフ'lilHと有意差が認められなかった。

k) 枯死後立木のまま放置した D グループと p 枯死直後伐採して横後み放置した E グループ聞には

ほとんど差がなく，本実験の範囲では保管状況による差異は認められなかった。

以_l~~の結果から 1 年経過した E グノレープは， 仙の 4 グループと性質が具なることを示した。すなわ

ち収不3 白色度予比引裂き強さ及び附折1jiH さで最低Ílllを示しp 密度，裂h所長及び米日IJjj!fノ "Jレフ。のL七破裂強

きで最高値を示した。

とのように豆グループのみに特異性が認められたが， これについては次のように説l月できょう。以率

低下はホロセルロースの低下によるものであり，白色度の低下は腐朽菌がノ寸ノレプLtJ iと残存するととによる

ものであろう。 Bi裂さ強さの低下は単繊維強度の低下を d忌:味する。また裂断良はシート密度と HJ関 lとお

り， E グループの窮度!こ対する裂祈長は低下した。オミi市解ノ "Jレプ。の破裂l告さが高いのもシート密度に関係

している。

村i損材のパjレフDから密度のおいシートが形成される Jill L!J としては， ~る蒸河市性，易日IJ解但ーになっているこ

と，さらに単繊維強度の低ドは繊維の柔軟十こ関連することなどがp 繊維の友商品粘台面積などの増大

をもたらしたことなどが考えられる。

IlI-2 大径材について

III -2-1 パノレブ。化試験結果

個体lJ ljノ勺レブ。収率及び紙の強度試験の結果は表 9 のとおりであったo

IlI-2-2 他企*，]と粘担材の比較

表 9 で示したよう lじパルプJ又涼!とおいて，健全材が十tiI員材より全般的 iど低JjX;fであった。との結果は

もill述の小径材の結呆と異なり，また健全材の既H手の報告4) と比較しでも低収率であった。この!原悶につい

ては現在明らかでない。以上の理由からこの両者の比較をこの段階で行うことは適切でないと考える c

III -2-3 部位別(Iと II) の比較

枯7良材について一元配ほの分散分析を行った結果，パノレフご収不く及びパJレフ。の強度特性に有志;去は認めら

れなかった。しかし傾向としては小径材同様3 引裂き張、さを除き密度，裂出f長，取裂強さ及び耐I折強さは

部位Eが I より強かった。この差は， /J\径材と i可じように， ザイセンチコウあるいは枯死lこともなう腐朽

菌等の影響によるものでなく，材のもつ特性と考えられる。

IlI-2-4 枯損材の経時変化

枯損材の部位1， IIを合わせ一元配置の分散分析を行った。結果を表 10 iと示す。

a) 耐折強さを除いて;; j'_;:ノレソ。収率及びパjレプ。の諮性質は経時による有意差は認められなかった。

b) 献折強さは9 経時 0 か月の (1) と経時 7 かJl の (2) 間 iとは有意jf はなし -'0 12 か月経It与の (3) は
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大伐材枯担材の経fI!1 変化表10.

39| 

え

(1仁)ι

料 l立 l~ぢ/K準でイJ 阜、を示す。

ノ、
jJ 

1. 17 i 鴨 6ó

5.39) (FL(O ， 05)<;':~2' (0 , 01) 

2 こ 11:γぐて 3 長]長低卜ががJ 305話あり p ずj，合 7ki!t 196 での有意立の安凶とみ~えられる。

れは lfi織恰1 ナ予
,J'-O /~も他の 2 告に比べて低有はないがりl裂主主時 12 か汀 ω (3) は，仁 1

的1([ 'J) fほ 1ごを示しラゼロスパン~} jí;反り功さの低ド〈布ーはない)と一一致しだっ

ぷ!このように大径材の枯損村はp 経~~f(三対すごJ ノぞノレー/収不の低下はなかったが，強[空特Vl Iとついては劣

イヒの何度は少ない/ノ1ノJ\径材と l司 Mzな傾向にあったc

めと意
A日

カ r ツのマツノザイセンチコウによる枯担制のパルプイヒ試験を行った。小径材ラ;えi主材のそれぞれに

グラフト jーとでノマJレプイヒし，何られたノマノレプの諮1生質を分散分

→ノ レニ川町"プ
iφiノ、 νLノ q、ソ \_1"，よ匂〉。

~~I 、 -r

ーノ 1・ ,-, 

ね1m イくは桔死後 6 か凡以 Ij~ !(パノレブ{~すれば，パノレノリ'1ネ，紙の 0.Í:1 1支持t1♂ともに従金村とあまり1) 

カととがわカ〉っ?と。

12 !pノ]終起した粘t目、村 1 1:， J以率低下， Si1皮コ劣化がI1JJ らかに認められたの

大?を村は，小径材ーと前線に劣化の{山ムj を/J\ したが程度は少江かった。3) 

これは材のもつ持性と宅えられる。出;位による jt呉は p 健全材， 1，111良材J-~)己のもの

なお，朽程度とチップ収率及びパノレブ、収率，またそれらω品笠との関係はヲ f~ のよさ，政区別問及び

HUKT 11 , W巴stern hεmlock と苅íestern red 政た什高朽I認の税制などにより呉なり複雑である。

かなり進んだ腐朽材は他企材の 7596 でcedar 等 5 いJ耗についてお朽材と健子tH のチップ収率を検討し9

た HA'J 工 OK は， Balsam 五r と'vVhite spruce の枯死後期間を松討し， jÞ~rl リあ'-，たと告している針。

;1)'1くくなるとま11皮口スとず y ブの品百劣化に結びっくと報告しているヘ

本試験lとおいて， チップイヒ設問における結損料の右手正]jについて触れなかったが，払弘jオーにはりj らかに

マツ/ザイセン千コウ及びマツノマダラカミヰりによる木材組存続の以ljミもあよる変色が認められ，イ ι “:

没:1忍

るので，チップ収率に影響をあたえるすT情性が百七 J午後検討する氏、裂があろう。

南I

伊牒 彰;全国市場木材チップの容積震について，桃試研報， 155, 141'~ 155 , (1ヲ68)

右 rB伸彦木村化字，設業図書， p , 59, (1973) 
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55~~99 ， (1973) 

4) 同上

5) Huwr , K. : How rot-decayed wood affect8 chipping kr乱ft pulping, Pulp Pap. Can. , 7事 (8) , 

65~68， (1978) 

6) HATTON, J. V. : Debarking wood 10S8巴8 and chip quality of deadwood, Spruce budwormｭ
killed softwoods in New Brunswick, T APPI, 61 (12) , 43~46， (1978) 


